
港 湾 振 興 特 別 委 員 会 

 

日 時   令和２年６月２２日（月） 

      午前１０時００分から 

                     場 所   全員協議会室 

 

 
 
議  題 

 

 

１ 報告事項 

 

（１）令和２年度港湾・海岸事業の概要について  （港湾・観光課 資料１） 

 

（２）令和３年度射水市重点事業について     （港湾・観光課 資料２） 

 

（３）令和元年富山新港取扱貨物について     （港湾・観光課 資料３） 

 

（４）海王丸パークの入込数について       （港湾・観光課 資料４） 

 

（５）射水みなとまちづくり方策について     （港湾・観光課 資料５） 

 

 

２ その他 



港湾事業 富山新港管理局

番号 事業名 施工 施設（地区）名 事　業　内　容

1 直轄事業 国 新湊地区 中央２号：整備

2
補助
（予防保全）

県 新湊地区 新港大橋：耐震補強（設計）

①中央ふ頭9号物揚場：護岸補修

②第一水面緑地護岸：護岸補修

4 県単港湾改良 県 東西埋立地 中野整理場護岸：護岸補修

5 県単港湾維持修繕 県 新湊地区 港湾施設：維持管理

6 荷役機械建設 県 新湊地区 北ふ頭：コンテナクレーン更新（設計）

海岸事業 高岡土木センター

番号 事業名 施工 施設（地区）名 事　業　内　容

港湾海岸総合交付金事業
（環境整備）

深浅測量　N=１式

県 新湊地区

令和２年度　港湾・海岸事業の概要について

3
港湾総合交付金
（防災安全）

県 新湊地区

人工リーフ工事　L=30m、W=30m
人工リーフ工事　L=70m、W=28m
深浅測量　N=１式

1
港湾海岸総合交付金事業
（侵食対策）

県 新湊地区

2

防護柵工事　L=300ｍ3
港湾総合交付金事業
（修繕）

県 臨港道路東線
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令和２年度  事業概要    富山新港管理局 

 

        
（令和 2年 4月時点） 

   

 

 

２ 新港大橋 

（耐震補強） 

４ 中野整理場 

(護岸補修） 

６北ふ頭（コンテナクレーン更新） 

【管内】 

５ 港湾施設管理 

１ 中央２号 

（整備） 
 

 
３-① 中央ふ頭物揚場 

（護岸補修） 

 

 

３-② 第一水面緑地護岸 

（護岸補修） 



富山市

伏木富山港（新湊地区）令和２年度事業箇所図

港湾海岸総合交付金事業
（侵食対策）

港湾海岸総合交付金事業
(環境対策）

新湊①地区 新湊②地区

高岡土木センター

②港湾海岸総合交付金事業(環境対策)

①港湾海岸総合交付金事業(侵食対策)

平成３１年度まで実施箇所

令和 ２ 年度実施予定箇所

令和 ３ 年度以降予定箇所

凡　　　　　　例



　

令和３年度射水市重点事業一覧（港湾関連）

No 要望項目 新・継
Ｒ２

措置結果

1 伏木富山港新湊地区（富山新港）東西埋立地の環境整備について 継続 一部採択

2
伏木富山港新湊地区（富山新港）東西埋立地交流厚生用地等への
民間事業者等の誘致について

再要望 未採択

3 伏木富山港新湊地区(富山新港)の港湾機能の強化について 継続 一部採択

4
伏木富山港新湊地区（富山新港）における港湾施設の適切な維持
管理及び長寿命化の推進について

継続 一部採択

5 日本海側拠点港（外航クルーズ部門）選定港の優先的整備について 再要望 未採択

6 海岸事業の整備促進について 継続 一部採択

7 津波防災対策の推進について 継続 一部採択

産業経済部 港湾・観光課 資料２
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担当部局名 産業経済部

担当課名 港湾・観光課　№１



 

担当部局名 産業経済部

担当課名 港湾・観光課　№２



 

担当部局名 産業経済部

担当課名 港湾・観光課　№３



 

担当部局名 産業経済部

担当課名 港湾・観光課　№４



 

担当部局名 産業経済部

担当課名 港湾・観光課　№５



 

担当部局名 産業経済部

担当課名 港湾・観光課　№６



 

担当部局名 産業経済部

担当課名 港湾・観光課　№７



１　入港船舶数の推移 　　　(単位：隻、トン、％)

２　出入貨物量の推移 　　　(単位：トン、％)

３　外貿コンテナ航路別取扱状況 　　　　(単位：TEU、トン、％)

令和元年　富山新港取扱貨物について

産業経済部 港湾・観光課 資料３
６月定例会 港湾振興特別委員会

令和２年６月２２日

隻数 総トン数

外航商船 495 5,975,438 483 (97.6) 6,300,621 (105.4) 506 104.8% 6,937,510 110.1%

内航商船 224 298,676 175 (78.1) 362,062 (121.2) 136 77.7% 247,022 68.2%

その他 13 22,843 13 (100.0) 24,330 (106.5) 16 123.1% 11,949 49.1%

合　計 732 6,296,957 671 (91.7) 6,687,013 (106.2) 658 98.1% 7,196,481 107.6%

平成30年平成29年
区　分

隻数(対前年比) 総トン数(対前年比)

令和元年(速報値)

隻数(対前年比) 総トン数(対前年比)

平成29年

貨物量

輸　出 566,809 617,428 (108.9) 570,487 92.4%

輸　入 3,357,813 3,274,282 (97.5) 3,730,377 113.9%

小　計 3,924,622 3,891,710 (99.2) 4,300,864 110.5%

移　出 106,526 85,593 (80.3) 45,251 52.9%

移　入 261,822 310,536 (118.6) 222,529 71.7%

小　計 368,348 396,129 (107.5) 267,780 67.6%

4,292,970 4,287,839 (99.9) 4,568,644 106.5%

区分

外 　貿

内 　貿

合　　計

平成30年 令和元年(速報値)

貨物量(対前年比) 貨物量(対前年比)

コンテナ 貨物量 コンテナ 貨物量 コンテナ 貨物量
(TEU) (トン) (TEU) (トン) (TEU) (トン)

韓　国 34,367 474,927 37,388 (108.8) 506,512 (106.7) 46,320 123.9% 667,806 131.8%

中　国 9,522 131,181 12,003 (126.1) 175,296 (133.6) 10,692 89.1% 157,077 89.6%

中国-韓国 29,759 412,008 21,697 (72.9) 339,524 (82.4) 14,958 68.9% 224,234 66.0%

ロシア極東 1,490 29,108 1,523 (102.2) 31,399 (107.9) 1,497 98.3% 24,994 79.6%

合　計 75,138 1,047,224 72,611 (96.6) 1,052,731 (100.5) 73,467 101.2% 1,074,111 102.0%

(対前年比)

令和元年(速報値)

航　路
(対前年比) (対前年比)

平成30年平成29年

(対前年比)



　　　　　　　　　　　　　　

（単位：人）

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

45,900 38,100 43,300 66,700 58,200 75,400 87,000

200,700 193,900 198,100 196,500 183,700 163,700 240,100

246,600 232,000 241,400 263,200 241,900 239,100 327,100

46,400 40,500 46,600 52,100 59,000 67,600 57,800

293,000 272,500 288,000 315,300 300,900 306,700 384,900

138,000 147,500 141,600 171,500 147,900 188,500 214,000

431,000 420,000 429,600 486,800 448,800 495,200 598,900

195,000 173,200 241,400 170,900 172,600 184,900 172,400

626,000 593,200 671,000 657,700 621,400 680,100 771,300

151,000 147,800 150,700 82,500 125,000 151,300 111,800

777,000 741,000 821,700 740,200 746,400 831,400 883,100

114,000 150,000 122,000 125,800 122,200 125,800 99,400

891,000 891,000 943,700 866,000 868,600 957,200 982,500

56,000 43,300 57,200 67,200 55,600 77,800 60,000

947,000 934,300 1,000,900 933,200 924,200 1,035,000 1,042,500

8,100 7,600 18,300 26,800 18,800 23,700 26,700

955,100 941,900 1,019,200 960,000 943,000 1,058,700 1,069,200

8,900 8,800 11,800 15,790 8,600 23,100 29,200

964,000 950,700 1,031,000 975,790 951,600 1,081,800 1,098,400

8,500 11,100 15,400 8,510 5,100 46,500 48,000

972,500 961,800 1,046,400 984,300 956,700 1,128,300 1,146,400

30,900 36,000 28,900 39,400 30,600 50,600 55,100

1,003,400 997,800 1,075,300 1,023,700 987,300 1,178,900 1,201,500

計 1,003,400 997,800 1,075,300 1,023,700 987,300 1,178,900 1,201,500

上段：当月入込み人数　　下段：当月までの累計入込み人数
資料：公益財団法人伏木富山港・海王丸財団
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海王丸パークの入込み人数

前年度比

1,003,400 997,800 

1,075,300 
1,023,700 
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1,178,900 1,201,500 
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海王丸パークの入込み人数の推移（人）



 

 

「射水みなとまちづくり方策」改訂の概要について 

 

 

１ 見直し方針 

現行の方策は、平成２６年３月の策定から５年が経過したことから、進捗状況や社会経済

情勢の変化等に対応した内容とするため見直しを行った。 

長期的に取組み、実現していく必要があることから、今回は共通テーマや土地利用の方向

性は変更せず、現況のデータの更新や施策の部分について修正した。 

 

 

２ 主な見直し内容 

（１）現況の数値やグラフ等を更新した。（Ｐ３～Ｐ８） 

 

 

（２）令和２年６月策定予定の都市計画マスタープランから関係箇所の内容を抜粋した。

（Ｐ１０） 

 

 

（３）「フットボールセンター」や「クロスベイ新湊」に関する記述を追加した。 

 

Ｐ１４ ４ ベイエリアの土地利用活用方策 

４－３土地利用活用方策 （２）ベイエリア東地区の土地利用活用方策 

④集客機能 

・ 人工芝グラウンドやクラブハウスを備えるフットボールセンターの整備 

 

⑤体験型宿泊施設 

     ・ フットボールセンターで合宿練習する選手・指導者や県外から来訪する新湊

マリーナ利用者等も宿泊できる施設とする。 

 

Ｐ１６ ５ ベイエリアと内川周辺との連携方策 

  ５－１ 連携の方向性 （１）連携の視点 

①人や情報の連携 

〇 連絡手段の整備による移動抵抗の低減 

連絡手段（万葉線・コミュニティバスなど）の整備 

・ 観光周遊バス：新幹線駅や小杉駅、クロスベイ新湊及びベイエリアを結ぶ観光

に特化した周遊バスの運行を検討 

産業経済部 港湾・観光課 資料５ 

６月定例会 港湾振興特別委員会 

令和２年６月２２日 



（４）新湊地区まちづくり協議会（クロスベイ新湊の利活用や内川周辺の賑わい創出を考

える協議会）等のまちづくり団体と連携を図りながら、射水ベイエリアの魅力向上

に努めることを追加した。 

 

Ｐ１６ ５ ベイエリアと内川周辺との連携方策 

５－１ 連携の方向性 （１）連携の視点 

①人や情報の連携 

今後、令和元年１１月に設立された「新湊地区まちづくり協議会」等のまちづく

り団体と連携を図りながら、射水ベイエリアの魅力向上に努める。 

 

 

（５）海老江海浜公園を方策図等に追加した。（Ｐ１９） 

 

 

（６）既存の釣り可能場所の活用等により、釣りを推進した賑わいづくりと釣り文化の醸

成について追加した。 

 

Ｐ２２ ６ 射水みなとまちづくり方策 

全域 レクリエーション機能 

既存の釣り可能場所の活用等による賑わいづくりと釣り文化の醸成 

 

 

（７）SDGs推進の観点から、方策実現に向けた今後考慮するべき事項と SDGsとの関係に関

する記述を追加した。 

 

Ｐ２３ ７ 方策の実現化に向けて 

    ７－１ 実現化に向けた考慮事項 

方策の実現に向け、今後考慮するべき事項について、以下のとおり整理した。 

また、持続可能でよりよい世界を目指す国際目標である SDGｓを推進するため、

SDGｓの 17の目標のうち、どの視点をもって取り組むかをロゴマークで示した。 


